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遅延性ショックに関する実験病理学的研究

E アナブイラキνーνョック病変との

差異について後

時田康

(北海道大学結核研究所病理部指導:森川和雄助教授)

(昭和 31年 8月 31 日交付)

D日恨のにおいて，結核免疫j1}J物に大i止のツベルクリン
または結核 I~!iを 1上射した際に治生した!Vi消遅延性ν ョック

病変を病理組織学的にJG)J<:し，月r/i.牌， !tfiこ特徴ある病変

が起っていることをli'ßiかめ，~にツベクリンn射m と紅白校

mpf感染H)' との IIUに全く )~iillな約34、をIlI!'め， 1，I，j{jのνョッ

ク治生が，ほほ同一機転によるものであることを報己Aした。

当研究室においておこなコているツベYクリン必アレ

ノレギー反応の本態の究明の一段として，この遅延性Vヨツ

ク病変の追求がおこなわれたわけであるが，このような的

変がそれではアナプィラキν-νョックの際のそれとし〉か

に違うかを検討することも，遅延性反応の病理解明に有志

義なことと忠われる。巡延性νョック病変の特徴が~líなる

l時間的な因子による一般アレノレギ一反応の展開像である

か，それともこのような反応自体が全くツベノレク Yン型ア

レルギーに特異的な病変であるかを決定することも興味あ

る研究であろう O 事実相l/IJ包反応の[白で，ツベノレクリン反応

に特異的といわれたI打球型もJ凡在の!vi，その位i況が限定さ

れてしまって， Arthus 現象ともその面では次第に接;0:し

つつある状態である O

元来，アナプイラキν-i/ョックの発生機転に関し

て，ÿ~iこ A下納な研究がおこなわれ，その情lj として乙/ヨツ

クタE動物の病理解f1lJ"f:的研究も多数おこなわれているが，

それは多くあくまでも死肉そのものの泊三J乙であって，全身

臓器における反応の総体的観察のJfijでは不十分なものが少

くない。そこで著者は乙/ョックによる各臓器の組織反応

を，しかもνョック死をιしIi:fil':~く兎を}fjいて，遅延性ν
匂ツク夕日の11主flりに十11"iする 241時間後までの約交を観祭し

たのである O

E 本論文要旨は第5回日本アレノレギー学会で発表した

なお抗JJiとしては定型的アナフイラキνーνョックの

例としーて，溶液rl:の*，'iMrJJiJtJアノレプミン系，およびこれと
抗以の性状に若ごr越を異にする細干必:血球系を用いた。

実験材料および実験方法

災験助物はIJ色次元(体A3 kg 前後)を~m した。

第 I実験群

このj洋は，いずれもあらかじめ料品卵白アルブミン州

l 汚水溶液3ccを注射しておいて， 28 -30日後にI困じ

卵白アノレプ ~y396水溶液 7 ccを耳静脈内l己注射した。

注射後ν哲ック死例はilIちに，仙の生存動物は， 11時間後，
2 U抗出後， 24時間後l乙殺しそれそ、れ解剖検索した O

なお乙/ョック:告起ii，射前々 υに 15彰 0.1cc抗凶溶液
の)Jz内注射により Arthus現象を起させその強さを測定

した。

第 E 実験群

このn'f.は，いずれも40沼市町向IJ~血球浮 i持液 3 - 5 cc 

であらかじめ静脈肉感作し， 最終J必作後4j塑臼l乙5096車両

午:赤血球i子治液 10cc を上~占l'脈内 iこ注射した O 注射後νョ

フク死例はi立ちに剖見し， 他は2U寺間後および 24時間後

に殺し削見した O

各mとも死亡後If{ちに解剖し，各j臓器を取出しフオノレ
マリン固定およびアルコーノレ固定をおこない，型の如き方

i.tで切片を作り Hematoxylin・Eosin染色， Elastica. 
v. Gieson染旬，総子総統染色， ブイプリン染色，鉄染
色をおこなって杭鈍した O

同結晶卵白アノレプミンは Coleの法2)で，卵白より当研究室において取りだし，精製したものである O
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第 1表 第 I実験群実験経過

何番号 l前 処 買 IArth 反応|経過 H数|後 処 i足 lLAZク(死亡時間(州Iill伊 l
A 1 1 1 20 x 30 1 (土) 1 1 24 0与 r~J
A 2 3x3 c，:) 14分

4 1， n/ ." u "" ，J_ '" " 40¥34 1%給品卯同/ノν

ブミン;存J佼3cc 3 

回皮下注射

AI2 

AI5 

A17 

A21 

A22 

Iラパ 15

11 x 11 

4日入25

22><20 

12x 10 

第2表第E実験群実験経過

3%911白アノレブミ
( :) 

3-4泊 | ンf洋淡7cc占]1印刷Jj
ci I ) 

注射
(1 ) 

(: f ) 

(+-) 

(士)

復するも不安状態が続く O

2 11寺問

2 1I!f flll 

I 附 rUJ

24時間

1時間

24時間

話l前処置|音量i後処置|五五戸12員i剖検時間 A21 注射後5分間よたよた歩きまわり，その後平常状

1 40箔 1 50%1 (寸) 1 i 24時間
B3 I繍羊赤I血細羊赤血I(イli) I 7分|

|球;252|4週間1球j手配1(け
B5 I静脈内注耳静脈内I(イ11) I 11分

7 1
射 注射

I (十) 1 1 2時間

成 績

態に復す。

A22 特別な変化を示さない。

2) 肉眼的所見

Al  肺のJit!辺alJはわずかに気IJ直状である O

A 2 (14分後死亡例) Mi全体に経い気腫と出血があ

る，心外Jj史に点状出血斑を認めた O

A 4 Miの充血以外兵治則r~止を認めない。
A12 肘jおよび心臓に点状出血斑があり， IJ阪高淋巴節や

第 I実験群 ゃ』重大している O

1) 臨床症状 A 15 心臓に点状出血斑があり，副腎に軽い出血を認め

Al  注射後軽度の不安状態を示したが，やがて元気と た。

なり， νョック症状をほとんど認めなかった A17 牌の腫大をみる，他は変化ない。
A 2 注射2分後より不安状態となり後肢がよろめき起 A21 右下肢膝姻淋巴節が尉回組織と癒着し淋巴腺炎係

立不能となり， 3分後前肢も脱)Jして横転，ときどき四肢 変化を示した，他臓器l己変化はない。

又は全身f止の箆空量発作を起し， 14分後lこ死亡した。 A22 ntli左ド柴の上および卜面に，また下葉の尖端に斑

A 4 注射後すぐ元気がなくなり，背を丸めてうずくま 状出血巣がある O

り全身の毛が立つ，注射後 21時間後まで小屋の隅で I~Ji以し 3) 検鏡所見(第3表参照)

て丸くなり全く重bかず，餌lこ見向きもしない。 A 2 (14分後死亡例)

A12 注射後i立に不安状態となり l分後i乙脱糞し，全身 grJi:肺胞隔の肥Nfが:GTあり主として毛細血管の充血

の毛が逆立ち，元気がなくうずくまりときどき下肢に虚構 による， Mdiは一般に充血および、出血が著fi!Jで， ~~i胞内に色

様の異常運動を起す。 20分後よりやや安静となり小屋の 素細胞が若干存在する。動脈のぜ縮が若干認められ，静脈

隅で動かない。 は一般に鉱張しその中に血r奇を一杯lこ入れている。気管文

A15 注射後恐怖状態となったが，数分後にはほとんど 上皮の脱洛を認めるところがある。また血管周囲lζ衆液性

正常状態に復帰した。 浸i閏と白血球浸潤が著日J-JIζ認められる O
A17 注射後不安状態を示し， 4分後下肢に倦怠感があ 牌:強し〉うつ血があり，淋巴n主胞は一般に萎縮してい
るように後方に投げ出す，脱糞する， 15分後症状やや恢 る。牌洞の拡張は著明で，牌州内に衆液性物質の析山が著

勢 レヨック症状

( ):注射後Il¥jもなく不安状態となり，横転し，起立不能，とさーに尽き表jli1'loを起し， 10分liui&で先亡した。 νヨック
症状の激しいものを衣わす O

(!十):不安状態となり，毛が立ち，虚脱症状を呈し， とまに脱糞を見るもνヨック死をまぬかれたが， νヨック症状
の著切なものを示す。

(十):軽いνヨック症状を呈したが，数十分後より次第に依復したもの O
(:!:) :軽度の不安状態を呈した位で，大した交化の表わさなかったものを示す O
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fJりで，そのrj:JIζ白血球およびλ;巾伐細胞が非常に多く認め

られる，また洞内皮細胞の膨化が著!別である O

肝:ところどころに単核細胞集団がありそれに白flH球

が参与している O グ F ソン革1~1乙浮腫がありこの中に白血球

が多数入り込んでいる o sinusoid Iこ白血球および単核細

胞のJ普多が認められる O 星細胞の膨化は一般に著切であ

る。

腎充血が高度に認められる。

淋巴節林巴球の流出によると思われる組性化が認め

られ，洞内lこは単核大細胞，淋;巴球および少数の白血球が

分散状に存在する，

心:変化なし。

副腎:変化なし。

A21 (1時間後屠殺例)

肺.著明な充血があり，部分的な出血をみる，肺胞隔

の肥厚が著I犯である O 血管l乙定型的な血栓形成の{象を認

め，動脈周囲にブイプYン傑物質の析出がありその中iこ白

血球を入れている O ところどころに気管支上皮の脱落を認

める。

稗:牌制は余り拡張していないが大tii核細胞および白

血球が特に目立って多く認められ，また!持澗i乙大食球によ

る若 Fの貧食像が見られる O 治、胞は一般に萎縮している O

日壬中心には核の不正および若干の核崩壊像が見られる O

肝 sinusoidIこ白血球および小半核細胞の出現が著

明にみられる O 充血は強く，中心静脈のcl"に多数の白血球

が存在する。 部分的な大山血がありこの部lこ白血球が特に

多く出ている O 肝細胞の変性が軽度認められる O

腎，副腎:変化ない。

淋巴節:粗性化が著明である O 一部に剥離性カタノレの

像が認められる。

心:~遣い充血がある。

A 15 (1 時間後屠殺例)

肺:肺胞隔は一般に肥厚が高度でその中iこ多量の白血

球およひ、小円形細胞が入り込んでいる O 中小血管には血栓

形成が著切に認められる。比較的太い動脈の周囲には紫液

性物質やフイプリンの析出が多くその中i乙白血球を混入し

ている。また動脈は一般に準縮性傾向が強い。気管支内に

は大惨出細胞が著l叩と認められる。

牌:漉胞は一般に萎縮している。牌洞の拡張は著し

く，牌洞門に白血球，ノJ、円}[:-細胞および色素を持った貧食

細胞が非常に多い，また血管内にも白血球がi'f1]日に噌JJIJし

ている。

肝:グyソン鞘の血管周囲l乙著明な円形細胞の浸j聞が

あり， siunsoidは若「拡張しそこに白血球が散見される o

星細胞の活性化が非常に著明である O

腎， /~{IJ腎:変化なし。

淋巴節:白性化があり，軽[芝の白血球の浸;問が認めら

れる O

心.問'CII乙若干の小円形制胞の渉出が見られる O

A 4 (21時間後屠殺例)

肺:細小血i[ぎに充血著:1珂で宕 1"の白血球の小塊をその

中iこ見る，胞隔はE予J手控状lこH巴厚しそこに好中球とノJ、市

核細胞が存在する，比較的太い動脈の周回lとは;操縦素の析

I.ilと白血球のj参出を見， また勤脈F史正lにこは若 f-二の私情戸縮像をn

める。

牌:倍、胞は比較的良く発達している，牌洞は拡張しそ

こに白血球が中等量見られ，また大単核細胞は著明lこ多く

認められる，

肝:グリソン鞘lこ細胞渉山が著1]日で，一部限局性壊死

があり，多量の白血球の穆出を認める。所々出血があり，

sinusoidの拡張は一般に強い。

腎:糸越体の充血が高度である，

副腎:変化ない。

淋巴u'ii:粗性化は特lこ強く， i'Jl!U球の渉!l¥はl:j-l汚度に

認められる o riJiによりがIJ垂状の}汗もある。
心.一般に充llllがあり，小円形細胞のよ多出も瓦られる。

A 12 (21時間後屠殺例)

肺: ~11i胞隔は一般に肥厚し，充血もある o I1IP胞肉に色

素細胞，大i多出細胞およびEr:の好1-11球が認められる O 毛

制11血Yì' 1乙は~屋のi'J血球成分と赤血球が充満している。 Mì

胞内 iこ白血球の渉出が比絞的多い。中小勤IJI~iこ好'1 1球細胞

の集塊形成があり，また動脈lこ軽度のザ紛が認められる O

気管支，s市胞内および動脈周囲lこブイプリンの析出が軽度

であるが見られる。所により気管支上皮の脱落を見る。

牌:癒胞は比較的良く発達している。Iff中心の形成も

著切であり，ことに若干の核崩壊像も認められる O 牌洞に

は白血球および剥雌性内皮細胞およびiJJミ;血球が充11出してい

る。一般にがj内には核片と忠われる微細な好塩基性の頼粒

が多い O ヘモヂグYン'色素も多く認められる。

肝:グリソン刊の細胞浸潤がlt等度にある o sinusoid 

lこ白血球が比較的多く存在するがその拡張は著明でない。

腎:I由貿に細胞浸潤が若 rあり，糸毛E体の充血は著fJ尽
である O

淋巴節:阻性化が強い，祭液性物質の渉出が若[三著l犯

である，山rirrfまも非常に多い，一却に核崩壊像およひ引H胞

貧食像が著i切に認められる。またほJji量状のリンパ組織のLド

に細胞融解像が多量に見られる O

心:問tnこil.鹿と 1陀い細胞浸潤が見られる G
A 17 (24時間後屠殺例)

肺:肺胞隔は一般に肥厚している。一部の!1lt胞内には



大惨出細胞が著明lと見出される。動脈の句者縮傾向が怒度lと

見られ，その周囲には渉出傾向が比較的強く，線維素網お

よび、細胞浸潤が著fijjである， -~Hr;の動脈壁は空胞化し，若

干の好中球の浸潤がある O また一部では小山符内にilIl栓形

h立を認める。

IJ専:措胞は一般に似性となり，中心静脈IJqlζ若干の白

血球集塊を見る。牌日11ば一般に拡張気味でこの中に多量の

小円形細胞および好中球および少量の単核大細胞の出況を

f忍める。

肝:グリソン鞘に~ii' l，細胞ixi閣がある sinusoidの

拡張は弱く，そこに白血球および小円形細胞の出現が右I‘

著明である O

腎:全般的に充血があり，血'ì弁内lこは白血球の i~'9 hlを

見る，糸E主休日市係がボーマシ褒を一杯に出Iたしているもの

が多い。

副腎:変化なし。

j林巴町:相性化が特に強く認められ，白血球が比較的

多く出ている，核崩壊は著明で，いたる所に多数の核片を

認める， ~111)に若T の紫液性物質の渉山がある O また牌洞

に線維素網が若干存在する，

心:充血があり，岨管内の白血球増量し，間質lこも白

血球の浸潤が若 iあり，壁在性血1全も散見される，

A22 (241時間後屠殺例)

JJrli: tf: Jlllが著lりj，:::，大渉/1.¥知l胞および多量の白血球が

肺炎伎に出羽している， lJili)山内せは一般にi手腕状lこ肥.I}して

いる，また~I~ISに ~(f組炎性の内*の形成を認める。比校的

大きな静脈lこ著!IjJなJ[[[伶形成がある O 気管Hu聞のリンパ節

にfll性化と若干の!亥崩壊および白血球の侵入が軽度認めら

れる O

牌:泌胞は一般に萎縮し，腕illuは拡張しており川内に

単核細胞や小円形細胞の出羽が凸度である oJtE中心l乙核崩

壊をJt!，牌打1'11勾lこ多量の核片とか赤山王;j(を!喰って非常に大

きくなった貧食細胞が多量にぷ在する O

肝.クリソン鞘lこ小円形細胞および白血球を主体とし

た比較的大きな，また実質内に小さな，車Ji節の形成があるo

sinusoid は拡張しその中の白血球は著 i1J~1こ噌}JIJ している。

腎:細尿管上皮の変性が見られる O

副腎:変化ない O

淋巴節:粗性化が強烈であり，白血球の侵入が若干認

められる。

心:充 ilflがあり，げllr~:周1mに小円形科H胞の浸潤が1':1 あ

。O
A 1 (2411年間後屠殺例)

111市:部分的な附J出血があり，肺胞内に大惨出細胞や白

血球，赤血球が散在性lこ認められ，また気管支上皮の脱落
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もある。円1小血管の白血球による完全閉塞の像が見られま

た比較的大きな血管にも血栓形成が認められる O 血管周団

の細胞浸j関が若干著明lこ見出される。

日時:溶胞は萎縮し，へモヂデリシが多い，またd音、胞に

は核崩壊および貧食像が中等度lこ見られる O 牌洞lこは白血

球負食細胞が比較的多い。

肝-グリソン鞘lと著明な結節、形成があり，肝細胞の変

性が高度である o sinusoidは拡張し，星細胞の膨化と白

血球の軽度増量が認められる。

腎:変化ない。

，¥liJ腎:変化ない。

淋巴節.中'il't目性化がある。
心:変化ない。

第 E 実験群

1) 臨床所見

B 2 注射後直に虚脱状態となる o 5分後より生気をと

りもどし次第に元気となる O

B 3 注射後jlfに不安状態となり次いで虚脱状態となり

3分後に横転し呼l没不規則となる， 4分後lこ軽l'全身性産

管を起こして死亡した。

B 4 注射後全身だるそうになる， 10分後には横転し脱

糞を見る，以後小屋の隅で静止し刺戟を与えても逃げる元

気がない O

B 5 julこ不安状態となり，ラ分後に横転しE副党状態と

なる 7分後l乙尽情だ什のように 1Iヨ肢をばたばた動かし，

11分後に牝亡した。

B 7 注射後数分間不安状態を呈したが，以後次第に元

気を恢復した。

2) 肉眼的所見

B 2 jll¥i肺下葉ド縁に斑状出血巣がある。

B 3 肝と牌lこ癒着があった。他に変化ない O

B 4 左肺ド葉全体iこ出血カιあり1Jf;bJ;色を-hlし古い出血

巣と判断される O

B 5 心嚢内lこ出血あり， ijl/iは気腫状で所々に山血が見

られる。

B 7 肺の所々に点状出血巣がある O

3) 検鏡所見(第3表委p.¥i)

B 3 (7分後死亡例)

肺:胞隔は浮腫状で肥厚は著明でありそこに白血球が

比較的多く見られる，うつ血も高度で局所的な出血も見ら

れた，一部の胞隔に大渉山細胞の軽いj参出がある O 血管周

聞に白血球および小円形細胞の浸潤がある。肺胞内の出血

は著明で，白血球も相当ある，また一部l乙強l'充血のため

毛細管が肺胞内lこ球状に突出している所もある O

牌:語、胞は妥結している，牌洞は一般に白血球および
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円形新|胞が非常に多く，また洞内における細胞貧食像が著

I切でそのような所には(1げil球が[迫状に存在し，多Eその貧食

を行った貧食細胞に細胞融解像が見られ，そのため牌洞は

微細な頼粒で充ill!:Iしている。

肝:グリソシ鞘lこ小円形細胞の?受j問著切Jで， sinusoid 

の拡張は著切でない，内皮細胞のlbj化および宥干の好中球

の出現を見，肝細胞は一般に膨化し，変性像と，ごく限局

性の小壊死巣を見る。

腎:一般に充lfnがあり，糸琶f本がポーマシ褒を一杯l己

rl:~itこしているものが多い，この~:if係[付にドllfn球が:1;T，忍め

られる。

副腎:変化ない。

i林巴節:tiiV/:化が始く，白血球のJ乏潤が中等度にあるc

心:太い動脈に情紛が見られそのまわりにブイプリシ

の析n¥が認められる O
B 5 (11分後死亡例)

m日:Mi胞内にL/JI抱がある，また胞内には白血球および
小円形細胞の泥潤が高度で上皮剥離も著IJfjに認められる。

気管支胞内l乙上皮の脱溶，大濠出細胞およびプイプYンの

析出が著切に見られる Q 動脈lこは横縞の像がありそのまわ

りに出血や判iI胞浸潤が見られ，血fj:内に白血球成分のi骨量

が若干見られ，場凶によりRl/i[抱の部分的拡張不全がある。

またHrli胞隔に接してフイプリンが多凶こ見られる。

月号:月中n，dは若干拡張気味で，そこに小円形;7:111胞，白rlll
球およびプイブタンが多悶にあり，また単核大%fII胞を非常

lこ多く認める O 目玉中心に若干ーの核崩壊像がある。

肝:肝細胞は若干浮腫状となり sinusoidをせばめて

いる。グリソシ鞘のli日i1'f周聞に細胞浸il討があり，肝細胞の

変性が若干認められる O

腎:一般に充血が蛤い O

副腎:変化ない。

淋巴節:粗性化が高度で，白血球の浸潤がある O

心:うつ血と浮腫があり，中主l'細胞浸潤がある。

B 7 (1時間後屠殺例)

』市:部分的な出血がある。胞隔は一般に浮腫状で肥厚

気味で白血球のj訪問が強く一部肺胞内にも飛び出している

所もある。朋I胞内にはその外iこ薬液性物質および小単核細

胞が強く出ている。血管内には白血球の集団があり，代償

性に肺胞の拡張を見る所もある。血管周囲に細胞浸潤があ

り殊に動脈の周閲l乙フイプYンの析出が見られる。毛細符

iこ血怜形成の傾向が認められる O

牌:持

iκζ円7形fι3和納i胞が増b加加iけ!しているが白血球球為は余り多くない。

肝:一般に充血があり，尽細胞の膨イじがある。sinusoid

は拡張しその中に白血球および円形細胞のけi現を見る。肝

細胞の核が不規則な形に歪んで，原形質の染色J陀の落ちた

ものあるいは核崩壊を起こしたものが著明に認められる。

腎:変化ない。

雨iJ腎:充血がある。

i林巴節:iJ.虫e'Hl性化と中空宇度の白血球の l:i: ìt'~がある。

心:充JIllがある。

B 4 (24時間後屠殺例〕

府i・胞隔は浮腫と白血球の浸潤および毛細管の充巾lに

より:JI'常に目度(と肥JTjIしている， srti胞内に若干のフイプリ

シ染色陽付二物質が存在する， rln'r寺内lとは多量の白血球が血

栓様となっている，動脈周阿lこは多号のプイブソン染色陽

性物11の沈着と著明な白血球浸j問が認められる O また場所

により動脈ほの壊死をきたしている所がありまた所lとより

鍛縮を示している所もある。

牌 :il.!J.胞に的烈な核崩壊と納胞食食像が見られる。一

部の治胞は完全に泊うたしてj点死性となっている所がある。

脚髄も壊死性となり被染性が落ち，またIH命的11胞の著:1リJな

変性と崩壊とが見られる， Jjl年澗内には多量の好中球と剥離

性細胞が存在する。

肝;充血があり，所により限局性壊死の初期像が認め

られる， sinusoidは拡張しそこに白血球や小円形細胞が

多い所がある O

腎:充Illlがある。

副腎:変化ない ο

淋巴附:中11ft化が強い。

心:変化ない O

B 2 (241時間後屠殺例)

肺:胞隔は部分的であるが肥厚は高度でありそこに白

血球が著IVliと多い， !/市胞内には多j註のt赤血球を食べた食細

胞が比較的多l誌にある。血管内には白血球が非常に多い，

場所iとより大血併に血栓形成の像を認める O 動脈周肝Hこ著

日}Jな白血球浸潤とプイプリシの析出を見る。

牌 :W>¥!日，tlの拡張は強くその中に白血球が多量lこ存在し

ている。 庇中心IC若 Fの核崩壊像が見られる。

肝.広大な壊死巣があり，白血球の反応が特IC強いo

sinusoidは拡張しその中に白血球が多長にある O

腎:変化ない。

副腎.変化ない。

淋巴節:粗性化が特l乙強く，白血球の渉出も認められ

る。大食細胞に細胞貧食がilii愛でありこれ等の食細胞には

細胞融解像が認められる O
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上!芝，種々のj参出細胞，フイプリンの析出が認められる，

次iζH'J/.では，初期にほうつI血が著明で，牌がjの拡張が

見られる。殊に初期よりillil内に好司IJ;jeおよび1若干支大細胞が

著しく多r1T(ζl忍められる。 後liJJになると，強WeW.Jiiと目玉rfl心

i';I~iこ 22 「ii:の絞 ij}jJ実像が認められ，との枚g を立食する食羽1/

胞のII号J設な動きがj確認される。また澗内lこも多量の核片を

胞体にもった食細胞の和l胞融解現象が若 lf忍められる O

肝では，初期から充血と sinusoidの拡張が見られ，

中期には多量の好中王Jc，少量のt両立大細胞が sinusoidお

よび111心静脈1)'11こ見られ，一部のものはlirr伶様集I砲を作っ

て sinusoidを問答している部分も認められる O 後期にな

ると肝納|胞の変性および壊先が起り，この市15(ζ~ j:誌の好中

f:J(の診!b収集が起って米る。

淋[主的では，中期および後期に，リシパJ;J(の融解およ

び流出によると考えられる相性化が起り，リシパ制の構造

を存易lζ日忍めしむるに:去り，制内皮細胞の網目様構造が露

呈され， ζの網目の中に若干量の好中球のj参tBが認められ
るO また浮腫性となり，主参l士"液の貯留像，および若干の細

胞核崩壊像も見ることが出米る。

次lζBR干即ち緬羊ぷ血球νヨック系の病変を見ると，

)idiiこは初期に充， !U i(n， Illl'i立'清新fi，血管周rrfJ浸潤十J，後

WHこは渉[11災が強化し，強い胞隔!il".厚，肺胞内惨IH現役，

i血竹松本が起って米る。 牌には，初期lこ充，うつl但，日時制

の拡張，制i付f'i凶II去、， ql核大和11胞のJFlHT，中，後期lこ細胞
核JMl衷， rrij食1受像が著!児となり，多段例に，多なの核片を

以上の病変をまとめて見ると， (σ1記己載の使T目E土?怠宝起I注主

射後 lωO分[前li汀iJi後乏を初l則8羽札1.1 -21時i時寺叩日問1]を中}別早引礼j九， 2411川!時午卯口問i臼H後乏をi後妥!刻羽

と{似j反u定i主:する)先ずAi川:洋F刊H川!I叩|リjちf引唯ム占ふ川lケhν川牛V了泊川iJ山flIlにこおいては，初期jlこは従来の報皆通りの勤脈系の市縮性傾
向が強い O そして血管周四位の細胞渉出，または!白禁の渉

出も強く，細小i血管'には充，うつi担保に血授の貯留が著i山

であるが(j1fT!球による血特栓'客性病変は程度が怪い O また

肺胞内渉出現象も比較的弱く，若|ーの大渉llJ細胞とか剥離

上皮細胞を認めるにすぎず，つまり病変は主として血行壁

および血符のごく周辺市151こ限られている O しかしこれが，

11寺山jを経過すると次第に広範[ljJとなり中，後期[こは偵"惨
出炎性傾向が著 flijとなり，旺盛な~校白血球の血rî タト渉出

を起し，J~包隔内のみならず，月IliJJ包 Viにも多民の r$出現役が

認められ，部分的な充血傾向または部分的な肺炎様病巣の

形成も認められる O 主幹絡した動脈外出にはブイプリンの析

出著明となり，この部l乙多量の好中球のj参出が見られる。

血管内には著明な栓塞様の白血球一主として好中球ーの集

塊形成が起り，ノトltU.符では完全に I~J業を起し，大血管では

壁.(EN:の[帥制問点が認められる。また主01.派出:にはプイプリ

ン染色陽性物質が多量となって米る oRdj胞陥lこは充，うつ
血と炎'f'l:!手艦による若iリJな肥}I/が起りRJIi胞!任:を狭小にし，

ndj)J~v'Jの渉出現役と相まって ， 1nr気JJdWJ，の病巣を形作る。

一方気符支留にも:fi下のネ!日胞浸潤が起り，凶作内lこは脱落

総括および考按
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食った食細胞の融解像，および洞内を充満したノト頼粒のrlJ
現が沼められるに手:る。肝lこは， sinusoidの拡張と， iliu 

内好中球，単核大細胞の多量出現，肝細胞の変性壊死が起

る。リンパ節には組性化が起り，多量のリシノ，fjJ;の流出，

および崩壊が惣像せられる。また好中球の珍i~ も 15 下認め

ることが出来る O

このように， A， B 町群の府交を見ると，両者の!?日に

は全く差異を認めることが出来ない。只，しいていえば，

B 詳の病変は， A群より若 1:1間企されている感が深い。こ

れには抗原のJ陀状の差異，日日ち一方[ま溶液十j抗原であり，

他方ば hemolysisによって))jffi解ずるとはいえ血球とい

う有形成分であることが関係しているであろう O 殊lこ溶血

によって，出て来る血球残j査が，異物としてアレルギ一反

応を若干増強するかも知れない。 BB'Fのジヨック死亡例が

A群より多かったことは，抗原抗体反応;の量的表現である

ことに問題はないが，抗原のドi:状の相具も影押しているの

ではなし功〉とも考えられる O しかしこの事に関連して， ν

ヨック前に調べた Arthus現象の強さと，ジヨック症状と

を見ると，不思議なことに， A群の Arthus現象の強C'も

のが必ずしも症状が強烈だ、ったとはいえないようであるο

従来， Arthus現象の伯さは，山中抗体価と並行関係にあ

るといわれておりの叫， 少くも沈降素量は皮膚の抗体量と

密憶な関係を示すわけで， JfrlLjl沈降素読の多雰によって一

定の抗原信Eのif:入lこ対する乙/ヨックのカi状iこも強弱が、IU了

的lこ友われでもよいように考えられる。 1;;[が森JJI5)の報た

を見ると，結核j1j感染νヨックタE例は，必ずしもツベルク

リン反応の強c'例とは限らないといっており，また前報j)
のνヨックタE例を見ても'liIiJnこ準備接揮をしたものに限つ
てなく，ある程度以上の!:L~fi二をhっておれば， ν ヨッ夕方正

状は発現するようである。異種蛋白にもそれと同様な結果

が得られたわけで， νヨック六J:::状の'Af見lこは，1血中抗体の
参与はたしかにあるのであろうが，只νヨック臓器である

平滑筋系の感受性が，必ずしも血中抗体量とは並行しない

例もあるという証明になろう O また斗F計t~日5系とは別lこ， 下

垂体，副腎系の機能状態も関係するのであろう。アレノレギ

ー性皮膚反応の強さに関しては，抗原抗体の量的関係から

詳しく検討した小野江の，大原7)等の研究があり，抗体の過

剰は土jJって反応程度を減弱させるとのべている。このよう

な点も考慮しなければならない。もっともこれらの問題を

云々するには例数が少なすぎるし，検査も不充分なよhう

で，もっと総合的な正確な実験が行われるべきであろう。

次lこ両群の肺病変経過をふりかえると，これは正しく

皮膚における Arthus現公に匹敵していると考えることが

出来る O 時間的経過のみならず，細胞反応の面でも所前白

血球型の強C'変化と見なしうるし，また肝の変性壊死巣の

発現の模様をみると，皮膚の Arthus 壊死巣の発生より

はi1!j日目的に右1二日工いようではあるが，その経過はたしかに

Arthus現象の場合に類似している O また牌，リンパ節の，

Yンパ球崩壊，流出像も興味ある所見である。 Waksman3)

は invitroで， Arthus 型感受性動物の白血球が， !&;fi" 

抗原によって，補休の参加さえあれば，細胞融解を示すと

報じている。また細胞内被動感作の廃合には，リンパ球が

一番成績が良い結果を示しているの所から，ソンパ球の抗

体産生を認める認めないにかかわらず，同納胞の抗体f苛担

の事実は認めざるをえないであろう。とにかく，このJ見守三

は生体内の抗原抗休反応の結果として表れた lYlPpholysis

でぱなし功当とうJ5"えられる。

さてここで前報1)のヅベルクリシジヨックのがJ変との

比較を考えて見ょう。

遅延慌の場介[ま， Miでは強烈な肺胞内渉出現役とし

て，主として1ft核fl，の細胞が炎症の中心をなしており，若

干の気行文政J売窄も死因の一部をwっている。一方今回の
速11寺惜の場命は，血管系妹lこ動脈系の変化，殊にその情縮

および，血管?トiJ書、111，出血がλi;唱に著切で，且j参出炎傾向

は，前苫lこ比べ若 F軽C'ものであるが，との炎症には多核

白 [(ilf求の ;，T，~{;Jが圧倒的に著l引なものであり， j.tり者のIUJIこ!切

らかな走兵が認められる。しかし，中期，後期に米ると，

速1I!.r性においても，診ilJ現役が次第に強烈となり，強いIMi

胞隔の肥厚， I泡I'~*mB2i参出， I(n!(f内 I[n~形成，部分的な肺

炎様山変の形成が見られ， J-f~核大和H胞の *!ri に対する安う

も次第にその皮を加えて来る。このようにνヨックに耐え
た動物の速If羽生νヨック後期即ちl時間的には，遅延性νョ

ック発現時期になるが，この|時期lこは病変は次第に遅延'n
νョック府交lこilj:fJ;..(、して行くように考えられる O
次lこ牌について見ると， I枠制の拡張， ~r]1付白血球のj首

量，総胞の核hrjJま， ~rû内 lζ貧食中の食細胞の出現と，また

肝では sinusoidの拡張， I五j内什 r(ll球の 1~1 泣と，集J抱形成，

肝細胞の変性， .[実死，リンパ節の5rt1烈な細胞幼jf去と好中球

の渉出など，いずれも前報に報 I-tしたがJ像とほとんど区別

のでき難いほど似ているのである O なお以上の各臓器の変

化は，遅延性νョック例の中でも，得((こ:ソベ/レク'J/'によ

るLノョック伊0i乙非常に;1]:似していることも興味が深い。菌

接種によるνョック例では，菌そのものの存性物質による

一次的な障碍作用もたしかに加わって，アレノレギー病変が

若干修飾されたのではなL功〉と考えられる。

このように，アナプィラキν~ ì/ョックとツベノレクリ

/'i/ョック病変とを比べると，乙/ョックそのものの死肉(こ

はたしかに差異があるようであるが，病変経過から見た反

応推移を比較すると，反応そのものには，-rdij者に根本的な

差異を認めることができないのではなL功〉と考えられる。
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つまり，反応の1時与問「杓均守雫号異lに乙もとづく，病変の相違lに乙すぎ る栓2塞雲，血管周阿f性主抗卒細田胞十惨安出，動脈壁の宅轡F

ないと考えられるのである O なおこの問是題Eについては全編 び出血が見られ，それ以降，胞隔内および肺胞内に多核白

の総括考按lにζおいて再考する予定である O 血球の惨出が認められ，血管内には著明な白血球による栓

アナプィラキジ一死閃をめぐる問題は現在もその論斤 索現象が起る。

が一致しているわけでなく，兎については小動脈の情縮10) 4 日l系実験問牌では，初期にうつ皿，牌洞の拡張が

11)とか毛細rrの松本，あるいは化学物日のことがいわれて 起り，澗l切と好巾球， qt険大細胞が多量に存在し，以降，

おり，更に日出j12lは種々動物のアナプィラキジ一死の原因 i主胞に納!泡融解，核崩壊{象がでてくる。肝では，初期から

を全て，肺毛納得衿本によるRrli1盾環障問に帰せしめ，家兎 sinusoidの拡張が見られ，以降，多量の好中球， 少量の

のsIU動脈1康晴，モノレモットの気特支払戸縮は二次的現ヲミにす i単核大和H胞がその中にI(J且栓様築士砲を作って見られてくる。

ぎないと述べている。著行のよ論文の斤的はツベノレク 1};/ 2411年間後には，肝細胞の変'i'lo壊死が起る。 リンパ節には

Vョック病変との比'r交にあって，死閃の1ft接究明jではない iJ!肢と，細胞融島?による組N:化が見られる O
が，本実験において白川の記『放の如く， νョック死例全て ヲ 緬羊赤血球系で=は，ほとんど卵白ア/レプミシ系と

に， *111ノト1旧:(-fに硝子保物引の怜;iH象を認めた。ただνョッ 似た病変が見られjdu系昨問Jこ目的変異を認めない。ただ赤

ク耐過助物では，その後この硝-f'様物'fiが臼llil球Illlfi':とへ rlllI}(系E干の病変が若，:cr，より強い。
れ変り， (li([[J:K給不f象となり，これが次第に大きな血管へ 6 以上のJii;)変から，主として遅延性νョック死病変

と拡がっていく。そのころの病変は初期の附子様松本時期 との活実←について:考妓した。

よりも，更に広範で更に強烈である，そしてこの時期には

死亡例を見なl)o このように考えるとき， νョック死には

病変が忽激に起るという条件が大きな役割をもっと考えざ

るをえなしh もしこの考えが不合理であるならば，機械的

な循業樟碍の他に，何かの因子の参与を認めなくてはなら

ない。この二つの考えのどちらが~E~であるか，著者の実

験では決定できないが，少なくも兎のνョック死には，ど

れが一次的なものであると判定することのでき難しコところ

の互いに共存し合う若 rの凶子が，同時に働いていると判
断せられるのである。

以上少数例ではあるが，ツベノレクリンνョック発生機

転解明の対照実験として，アナプィラキνーνョックおよ

びνョックjfUj過後の病変を調べたわけである。そして|両者

の聞には宕「の病像の中Lli主があるが，本質的に異るとはl)

いきれない類似性を数多く発見した。この事実は遅延性の

本態冗切に手T，d'義なものと考えられる O

金4・吾c6，
軍;:;岡

家兎において， *h品卵白アノレプミン系および緬羊赤血
球系によってアナフラキνーνョックを起させ， νョック

死動物， およびi/ョック耐過動物の惹起注射後 2411寺間後

まで，時間的に殺した例を剖検し，病理組織学的に検査し

7こO

i/ョック死は両系共， 惹起注射後 10分前後に起

った。剖検すると，肺，牌の充，うつ血，肺気腰ーを認めた。

2 i/ョック症状の強さは，卵白アノレブミシ系で，必

ずしも Arthus 現象の強さと並行しなかった。

3 卵白アノレブミシ系実験詳の組織学的変化として

は， νョック死Eれとは，肺では細小血管の硝子様物1'11とよ

写真説明

Fig. 1. A 2，卵白アルブミン再注射後 14分νヨック

死例，肺，動脈周国の強い浸潤。

Fig.2. A15，卵白アルブミン再注射後 1時間屠殺例，

J1lli，小血管に多核白血球の栓塞。

Fig.3. A 1，卵白アルブミン再注射後24時間屠殺例，

所Ii，壁在性 I血栓，主として多核白血球からなる。

Fig.4. A22，卵白アノレプミン再注射後24時間屠殺例，

目時，洞拡張，澗内白血球，大食細胞の増量。

Fig.5. A12，卵白アルブミン再注射後2時間屠殺例，

リンパ節，粗性化，白血球浸入。

Fig.6， B 3，緬羊赤l血球再注射後7分νヨック 3{{7IJ，

!Jrli，小血管の拡張と策液の貯留。

Fig.7. B 2，細羊赤血球円注射後 24時間屠殺例， J日J，

動1J;]c周閣の強い細胞浸問。

Fig.8. 同 1-.例， J仰慮胞の完全崩J史，牌髄の強度の変

性。

(以上全て 120x， hematoxylin.eosin染色)

引用文献

1)時田広:結核の研究， 4， 85， 1955. 

2) Cole， A. G. : Proc. Soc. Exper. Biol. & Med.， 30， 

1162， 1933. 

3) Culbertson， J. T. : J. Immunol.， 29， 29， 1935. 

4)緒方富雄:血清学の領域から，河出書房，東京， 1945， 

5)森川和雄:札幌医大紀要， 2， 73 & 82， 1951. 
6)小野江為則:第 l回日本病理学会秋季特別総会発表，

1955. 

7) 大原 達:ァ νノレギー， 1， 29， 1952. 



82 

8) Waksman， B. H. : J. Immunol.. 70， 331， 1953. J. PhysioI.， 161， 561， 1950. 

9) Favour， C. B. : Advance in Tuberc. Res.， IV， 219， 11) Ratner， B.: Int. Arch. AlIergy， 6， 1 1955. 

19引 12) 臼淵勇:新臨財" 4， 15， 1949. 

10) Boquet， P.， Dworetzky， M. & Essex， H.E.: Amer. 



83 

Fig. Fig. 2 

Fig. 3 Fig. 4 
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Fig. 5 Fig. 6 

Fig. 7 Fig. 8 
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